Ⅴ　石綿使用の現場表示に関する取扱い（努力規定）
建築物の解体等における石綿使用の現場表示に関する取扱い

（趣旨）

　この規定は、石綿による健康被害が報告される中、石綿を使用した建築物等の解体等の作業が増加することが予想される為、石綿の暴露防止対策及び石綿粉塵の飛散防止対策についての徹底と周知を図る必要がある。よって石綿使用の有無及び石綿暴露防止対策等の実施内容について、作業現場の見やすい場所に表示して頂くことにより、当該作業に従事する労働者はもとより、解体等の作業が行われる現場の周辺住民の不安解消に寄与するものである。

（用語の定義）

　この規定において次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

　（１）．届出対象建設工事　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（以後建設リ

サイクル法という）第９条第１項、政令第２条に掲げる建設

工事という。

　（２）．施工事業者　　　　建設リサイクル法第２１条及び建設業法第２条第１項別表で

　　　　　　　　　　　　　 規定する建設工事の登録業者をいい自主施工者を含む。

（対象建築物等）

　原則として建設リサイクル法による届出対象建設工事とし、大気汚染防止法若しくは労働安全衛生法・石綿障害予防規則により届出等を必要とし、表示板の設置指導が重複する場合は同法による指導を優先するものとする。

（表示方法）

　表示方法は別紙様式（１）、（２）、（３）とする。

（表示期間）

　解体工事着手前から工事完了までとする。

（表示場所）

　原則として道路沿いの公衆の見やすい場所に表示するものとする。

（指導）

　リサイクル届出時窓口にて指導し、パトロール中現場においても指導するものとする。
様式（１）

(飛散性のアスベストが使用されている場合）





様式（２）

（非飛散性のアスベストが使用されている場合）


様式（３）

（アスベストの使用がない場合）


 建築物等の解体等の作業に関するお知らせ 





当現場では、（　　　　）労働基準監督署へ


・労働安全衛生法第88条第4項（労働安全衛生規則第90条第5号の2）の規定による計画の届出


・石綿障害予防規則第5条第1項の規定による作業の届出


を行っております。


届出年月日�
 ○○年○○月○○日�
作業期間�
○○年○○月○○日～


○○年○○月○○日�
�
届出内容


（石綿のばく露防止対策及び石綿粉じんの飛散防止対策の内容）�
�
�
�
石綿のばく露防止措置及び石綿粉じんの飛散防止措置の概要：





（例）


・作業場所の隔離


・立入禁止措置


・湿潤措置


・保護具・保護衣の使用�









○○年○○月○○日（表示日）





施工事業者名：　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


現場責任者氏名：　　　　　　　　　　　　　　�
�
○○○○を石綿作業主任者に選任しています。�
�
�
石綿に係る特別の教育を受講した者が作業を行っています。


受講した特別の教育：○○○○の実施した講習（　　○年○月受講）�
�
�






４５ｃｍ以上





４５ｃｍ以上





 建築物等の解体等の作業に関するお知らせ 





石綿障害予防規則に基づき、当現場では適切な石綿のばく露防止対策及び石綿粉じんの飛散防止対策を行っております。


石綿のばく露防止対策及び石綿粉じんの飛散防止対策の内容�
作業期間�
○○年○○月○○日～


○○年○○月○○日�
�
石綿のばく露防止措置及び石綿粉じんの飛散防止措置の概要：





（例）


・湿潤措置


・保護具・保護衣の使用


・立入禁止措置�
�
�
�
�






○○年○○月○○日（表示日）





施工事業者名：　　　　　　　　　　　　　　





現場責任者氏名：　　　　　　　　　　　　　�
�
○○○○を石綿作業主任者に選任しています。�
�
�
石綿に係る特別の教育を受講した者が作業を行っています。


受講した特別の教育：○○○○の実施した講習（　　○年○月受講）�
�
�






 建築物等の解体等の作業に関するお知らせ 





石綿障害予防規則に基づく石綿の使用の有無の調査を行った結果、当現場では石綿を使用しておりません。





調査方法


（調査年月日）�
�
作業期間�
○○年○○月○○日～


○○年○○月○○日�
�






○○年○○月○○日（表示日）





施工事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





現場責任者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　











